
資産の部

Ⅰ流動資産

現金及び預金 624,117,168

たな卸資産 78,459

前払費用 2,961,316

未収金 87,914,935

流動資産合計 715,071,878

Ⅱ固定資産

1.有形固定資産

建物 2,704,863,788

減価償却累計額 △ 979,893,815 1,724,969,973

構築物 76,506,580

減価償却累計額 △ 47,984,719 28,521,861

車両・運搬具 3,491,771

減価償却累計額 △ 1,652,950 1,838,821

工具器具備品 354,331,553

減価償却累計額 △ 227,540,096 126,791,457

土地 2,379,474,400

有形固定資産合計 4,261,596,512

2.無形固定資産

ソフトウェア 6,603,937

電話加入権 1,587,600

無形固定資産合計 8,191,537

固定資産合計 4,269,788,049

資産合計 4,984,859,927

負債の部
Ⅰ流動負債

運営費交付金債務 452,523,351

未払金 234,209,270

未払費用 3,445,940

短期リース債務 23,223,523

預り金 6,836,104

流動負債合計 720,238,188

Ⅱ固定負債

資産見返負債

資産見返運営費交付金 103,629,578

資産見返物品受贈額 1,300,005 104,929,583

長期リース債務 7,138,289

資産除去債務 791,852

固定負債合計 112,859,724

負債合計 833,097,912

純資産の部
Ⅰ資本金

政府出資金 4,255,185,656

資本金合計 4,255,185,656

Ⅱ資本剰余金

資本剰余金 881,334,503

損益外減価償却累計額 △ 996,437,715

損益外減損損失累計額 △ 1,436,400

損益外利息費用累計額 △ 161,339

資本剰余金合計 △ 116,700,951

Ⅲ利益剰余金

積立金 10,763,822

当期未処分利益 2,513,488

利益剰余金合計 13,277,310

純資産合計 4,151,762,015

負債純資産合計 4,984,859,927

（うち、当期総利益2,513,488円）

貸借対照表(雇用勘定）
(平成28年3月31日)

（単位：円）
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 経常費用

業務費

人件費 767,720,548

外部委託費 213,736,784

雑給 162,631,864

諸謝金 70,350,144

図書印刷費 57,733,524

消耗品費 40,411,341

賃借料 5,485,600

保守料 11,450,396

通信費 4,693,711

旅費交通費 35,485,545

減価償却費 9,090,666

その他 14,745,487 1,393,535,610

一般管理費

人件費 91,380,520

外部委託費 140,613,924

水道光熱費 28,610,489

雑給 44,663,006

保守料 21,508,996

修繕費 6,276,821

消耗品費 16,324,842

通信費 6,228,428

租税公課 22,503,724

減価償却費 37,013,974

その他 17,274,807 432,399,531

財務費用

支払利息 1,483,073 1,483,073

経常費用合計 1,827,418,214

 経常収益

運営費交付金収益 1,810,063,311

資産見返負債戻入

資産見返運営費交付金戻入 17,793,311 17,793,311

財務収益 244,301

雑益 1,830,780

経常収益合計 1,829,931,703

経常利益 2,513,489

 臨時損失

固定資産除却損 1 1

 当期純利益 2,513,488

 当期総利益 2,513,488

（単位：円）

損益計算書(雇用勘定)
(平成27年4月1日～平成28年3月31日）
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Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

  人件費支出 △ 859,371,674

  業務支出 △ 633,191,849

　一般管理支出 △ 293,290,637

  運営費交付金収入 1,891,250,000

  その他収入 1,998,825

     小計 107,394,665

　利息の受取額 244,301

  利息の支払額 △ 1,552,895

    業務活動によるキャッシュ・フロー 106,086,071

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

  有形固定資産の取得による支出 △ 143,316,253

　敷金の返還による収入 1,219,000

　施設費による収入 140,970,925

　定期預金の預入による支出 △ 370,000,000

　定期預金の払戻による収入 370,000,000

    投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,126,328

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △ 29,572,785

  不要財産に係る国庫納付等による支出 △ 2,299,000

    財務活動によるキャッシュ・フロー △ 31,871,785

Ⅳ　資金増減額 73,087,958

Ⅴ　資金期首残高 551,029,210

Ⅵ　資金期末残高 624,117,168

キャッシュ・フロー計算書(雇用勘定)
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（単位：円）
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Ⅰ　業務費用

（１）損益計算書上の費用

業務経費 1,393,535,610

一般管理費 432,399,531

財務費用 1,483,073

固定資産除却損 1 1,827,418,215

　  （２）（控除）自己収入等

財務収益 △ 244,301

雑益 △ 1,830,780 △ 2,075,081

業務費用合計 1,825,343,134

Ⅱ　損益外減価償却相当額 102,207,827

Ⅲ　損益外利息費用相当額 17,546

Ⅳ　引当外賞与見積額 2,008,216

Ⅴ　引当外退職給付増加見積額 540,384,453

Ⅵ　機会費用

国又は地方公共団体財産の無償又は

減額された使用料による貸借取引の

機会費用 1,718,289

政府出資又は地方公共団体出資等の

機会費用 0 1,718,289

Ⅶ　行政サービス実施コスト 2,471,679,465

行政サービス実施コスト計算書（雇用勘定）

（注）「Ⅳ引当外賞与見積額」及び「Ⅴ引当外退職給付増加見積額」の計上基準については、
注記事項（Ｐ９５～）［重要な会計方針］３.４.に記載しております。

（単位：円）

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
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注 記 事 項（雇用勘定） 

 

〔重要な会計方針〕 

当事業年度より、改訂後の「独立行政法人会計基準」及び「独立行政法人会計基準注

解」（平成 27 年 1 月 27 日改訂）並びに「独立行政法人会計基準及び独立行政法人会計

基準注解に関する Q&A」（平成 28 年 2 月改訂）（以下、「独立行政法人会計基準等」とい

う。）を適用して、財務諸表等を作成しております。 

ただし、「独立行政法人会計基準」第 43（注解 39）の規定については、「独立行政法

人通則法の一部を改正する法律」の附則第8条により経過措置を適用していることから、

経過措置終了まで、現行セグメント区分に基づくセグメント情報の開示を行っておりま

す。 

また、「独立行政法人会計基準」第 81（注解 60、注解 61）の規定については、経過措

置を適用していることから、改訂前の第 81（注解 60）を適用しております。 

 

 １．運営費交付金収益の計上基準 

（１）管理部門の活動経費である一般管理費のうち、業務の実施と運営費交付金財源

との対応関係が明らかである年間業務契約を行っている費用については、期間進行

基準（一定の期間の経過を業務の進行とみなし、運営費交付金債務を収益化する方

法）を採用しております。 

（２）その他の費用につきましては、費用進行基準（業務のための支出額を限度とし

て収益化する方法）を採用しております。 

これは、当機構の業務のうち急変する社会情勢に対応するため主務省より年度途

中において要請を受ける研究業務が発生した場合、これを既定の予算の範囲内で支

出するため、支出に対応する業務と運営費交付金との対応関係を年度当初に示すこ

とができないこと、また、運営費交付金対象外事業により生じた収益相当額を運営

費交付金対象事業に充当するため、業務の実施と運営費交付金との期間的な対応が

明確にできないこと等から、業務達成基準及び期間進行基準を採用しなかったもの

です。 

 

２．減価償却の会計処理方法 

 （１）有形固定資産 

    定額法を採用しております。 

    なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。 

     建物         8～50 年 

     構築物       10～50 年 

     車両・運搬具       6 年 

     工具器具備品     3～20 年 
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（２）無形固定資産

定額法を採用しております。 

なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。 

 ソフトウェア       5 年 

また、特定の償却資産（独立行政法人会計基準第 87）及び資産除去債務に対応す

る特定の除去費用等（独立行政法人会計基準第 91）に係る減価償却相当額について

は、損益外減価償却累計額として資本剰余金から控除して表示しております。 

３．賞与に係る引当金及び見積額の計上基準 

将来支給する賞与については、当期以前の事象に起因する合理的な見積額を引当

金として貸借対照表に負債計上するとともに、当期の負担に帰すべき額を損益計算

書に費用計上することになっておりますが、その財源措置が運営費交付金により明

らかにされている場合には、引当金は計上しないこととされています。 

当機構における賞与については、運営費交付金から財源措置がなされるため、賞

与に係る引当金は計上しておりません。 

この場合、国民の負担に帰せられるコストを示すため、「引当外賞与見積額」と

して、行政サービス実施コスト計算書に表示することとされております。 

なお、行政サービス実施コスト計算書における「引当外賞与見積額」は、事業年

度末に在職する職員について、当期末の引当外賞与見積額から前期末の引当外賞与

見積額を控除して計算しております。 

４．退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準 

将来支給する退職給付については、当期以前の事象に起因する合理的な見積額を

引当金として貸借対照表に負債計上するとともに、当期の負担に帰すべき額を損益

計算書に費用計上することとされておりますが、その財源措置が運営費交付金によ

り明らかにされている場合には、引当金は計上しないこととされています。 

当機構における退職一時金及び厚生年金基金への掛金並びに年金基金積立不足

額については、運営費交付金により財源措置がなされるため、退職給付に係る引当

金は計上しておりません。 

この場合、国民の負担に帰せられるコストを示すため、「引当外退職給付増加見

積額」として、行政サービス実施コスト計算書に表示することとされております。 

なお、行政サービス実施コスト計算書における「引当外退職給付増加見積額」は、

退職一時金に係る債務については、事業年度末に在職する役職員について、当期末

の自己都合退職金要支給額から前期末の自己都合退職金要支給額を控除した額か

ら、退職者に係る前期末退職給付見積額相当額を控除した金額とし、厚生年金に係

る年金債務については、年金債務に係る当期末の退職給付見積額から、前期末の退

職給付見積額を控除した金額を計上しております。 
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５．たな卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品 

個別法による原価法 

 

６．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法 

（１）国又は地方公共団体財産の無償又は減額された使用料による貸借取引の機会費

用の計算方法 

不動産鑑定士の鑑定評価額に基づき計上しております。 

（２）政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用の計算に使用した利率 

平成 28 年 4 月 1 日付け事務連絡「「マイナス金利付き量的・質的金融緩和」

の導入を受けた平成 27 事業年度財務諸表における行政サービス実施コスト計

算書の機会費用算定の取扱いについて（留意事項）」（総務省行政管理局、財務

省主計局法規課公会計室）に基づき、0％で計算しています。 

 

７．リース取引の処理方法 

    ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じた会計

処理によっております。 

 

８．消費税等の会計処理 

   消費税等の会計処理は、税込方式によっております。 

  

９．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

資金の範囲は、手許現金及び普通預金からなっております。 

 

〔重要な会計方針の変更〕 

 １．退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準 

    改訂後の独立行政法人会計基準等を当事業年度より適用し、行政サービス実施コ

スト計算書における引当外退職給付増加見積額の算定にあたっての退職給付債務

の計算方法を見直し、割引率の決定方法を職員の平均残存勤務期間に近似した年数

を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額

を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

この結果、前事業年度と同一の方法によった場合と比べて、行政サービス実施コ

ストが 448,770,353 円増加しております。 
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〔貸借対照表 関係〕 

１．運営費交付金等の国からの財源措置から充当されるべき賞与の見積額は、

65,161,233 円です。 

 

２．運営費交付金等の国からの財源措置から充当されるべき退職給付の見積額は、

2,087,479,921 円です。 

 

〔損益計算書 関係〕 

１．業務費 人件費の内訳                

給与及び手当                     612,992,609 円 

法定福利費（職員）                  109,004,949 円 

退職手当（職員）                    45,722,990 円 

 

２．一般管理費 人件費の内訳 

役員報酬                       30,447,598 円 

法定福利費（役員）                   3,730,222 円 

給与及び手当                      48,235,141 円 

法定福利費（職員）                   8,967,559 円 

 

３．ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は、835,151 円であり、当該影響

額を除いた当期総利益は 1,678,337 円であります。 

 

〔キャッシュ・フロー計算書 関係〕 

１．資金期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

現金及び預金勘定     624,117,168 円 

資金期末残高       624,117,168 円 

 

 ２．重要な非資金取引の内容 

    新たにファイナンス・リース取引によって取得した資産の金額は、1,906,038 円

であります。 

 

〔金融商品に関する注記〕 

 １．金融商品の状況に関する事項 

当機構は、資金運用については１年以上の長期にわたり運用が可能となる余裕金

について、満期保有を原則として独立行政法人通則法第 47 条に規定されている金

融商品（国債、地方債及び政府保証債）のみを対象として行っており、デリバティ

ブ取引は行っておりません。 
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上記以外の期中において短期的に生ずる資金運用については、預金に限定して

行っております。また、運用先金融機関等の債務不履行リスク等に十分配慮し信用

ある格付け機関の格付けを「Ａ」以上として選定し定期的に確認を行っております。 

なお、余裕金の運用にあたっては内部規程に定められた制限及び手続きをもって

行うこととしております。 

 

 ２．金融商品の時価等に関する事項 

     期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお

りであります。 

                                （単位：円） 

区   分 
貸借対照表計上額

（*）A 
時  価（*）B 

差  額 

B-A 

(1)現金及び預金 

(2)未収金 

(3)未払金 

(4)リース債務 

624,117,168 

87,914,935 

(234,209,270)

(30,361,812)

624,117,168  

87,914,935  

(234,209,270) 

(26,998,563) 

0 

0 

 (0)

(△3,363,249)

（*）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。 

 

（注１）金融商品の時価の算定方法 

（１）現金及び預金、（２）未収金 

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。 

 

（３）未払金 

未払金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。 

 

（４）リース債務 

リース債務の時価は、元利金の合計額を新規に同様のリース取引を行った

場合に想定される利率で割り引いた現在価値によって算定しております。 

（注２）リース債務に係る貸借対照表計上額及び時価については、１年以内に返済予定

のリース債務を含んでおります。 

 

〔賃貸等不動産に関する注記〕 

   該当する賃貸等不動産はございません。 
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〔不要財産に係る国庫納付等に関する注記〕 

  

① 資産種類 現金及び預金
② 資産名称 現金及び預金

(1)取得価額 2,299,000円
(2)減価償却 　　　  0円
(3)帳簿価額 2,299,000円

④ 不要財産となった理由

職員借上宿舎の不動産賃貸借契約に基づく差入敷
金のうち契約を解除したものの返還金であり、今
後使用する見込みがないことから不要と判断した
ため。

⑤ 国庫納付等の方法 金銭納付
⑥ 譲渡収入の額 　　　  0円
⑦ 控除費用 　　　  0円

(1)国庫納付額 2,299,000円
　　納付年月日 平成27年9月11日
(2)地方公共団体への払戻額
　　納付年月日
(3)その他民間等への払戻額
　　納付年月日

⑨ 減資額 2,299,000円
⑩ 備考

国庫納付等の額
納付等年月日

帳簿価額③

⑧

 
 

〔資産除去債務に関する注記〕 

  資産除去債務のうち貸借対照表に計上しているもの。 

 １．資産除去債務の概要 

    当機構が保有する建物の一部にはアスベストが使用されており、アスベスト除去

時に特別の処理が義務付けられております。当機構は、当該義務の履行に要する除

去費用の将来キャッシュ・フローを合理的に見積もり、資産除去債務を計上してお

ります。 

 

 ２．資産除去債務の金額の算定方法 

    使用見込期間を 32 年（建物耐用年限）と見積もり、割引率は 2.266％（見積り時

点における 30 年国債の利回り）を使用して、資産除去債務の金額を算定しており

ます。 
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 ３．当事業年度における資産除去債務の総額の増減     

    期首残高 774,306 円 

    有形固定資産の取得に伴う増加額     ― 円 

    時の経過による資産除去債務の調整額 17,546 円 

    資産除去債務の履行による減少額     ― 円 

    期末残高 791,852 円 

 

〔重要な債務負担行為〕 

  重要な債務負担行為はございません。 

 

〔重要な後発事象〕 

  重要な後発事象はございません。 
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　Ⅰ　当期未処分利益 2,513,488円

　　当期総利益 2,513,488円

　Ⅱ　利益処分額

　　積立金 2,513,488円

利益の処分に関する書類

（雇用勘定）

独立行政法人 労働政策研究・研修機構



（単位：円）

　減価償却累計額 　減損損失累計額

当期償却額 当期減損額

56,333,329 0 0 56,333,329 52,592,022 2,090,354 0 0 3,741,307

2,626,896 0 0 2,626,896 788,076 525,384 0 0 1,838,820

342,227,594 3,427,326 16,573,725 329,081,195 207,253,767 43,376,969 0 0 121,827,428

401,187,819 3,427,326 16,573,725 388,041,420 260,633,865 45,992,707 0 0 127,407,555

2,544,933,319 103,597,140 0 2,648,530,459 927,301,793 99,095,685 0 0 1,721,228,666

76,506,580 0 0 76,506,580 47,984,719 2,784,398 0 0 28,521,861

864,875 0 0 864,875 864,874 0 0 0 1

25,250,358 0 0 25,250,358 20,286,329 327,744 0 0 4,964,029

2,647,555,132 103,597,140 0 2,751,152,272 996,437,715 102,207,827 0 0 1,754,714,557

2,379,474,400 0 0 2,379,474,400 0 0 2,379,474,400

2,379,474,400 0 0 2,379,474,400 0 0 2,379,474,400

2,601,266,648 103,597,140 0 2,704,863,788 979,893,815 101,186,039 0 0 1,724,969,973

76,506,580 0 0 76,506,580 47,984,719 2,784,398 0 0 28,521,861

3,491,771 0 0 3,491,771 1,652,950 525,384 0 0 1,838,821

367,477,952 3,427,326 16,573,725 354,331,553 227,540,096 43,704,713 0 0 126,791,457

2,379,474,400 0 0 2,379,474,400 0 0 2,379,474,400

5,428,217,351 107,024,466 16,573,725 5,518,668,092 1,257,071,580 148,200,534 0 0 4,261,596,512

0 6,715,870 0 6,715,870 111,933 111,933 0 0 6,603,937

0 6,715,870 0 6,715,870 111,933 111,933 0 0 6,603,937

3,024,000 0 0 3,024,000 1,436,400 0 1,587,600

3,024,000 0 0 3,024,000 1,436,400 0 1,587,600

0 6,715,870 0 6,715,870 111,933 111,933 0 0 6,603,937

3,024,000 0 0 3,024,000 1,436,400 0 1,587,600

3,024,000 6,715,870 0 9,739,870 111,933 111,933 1,436,400 0 8,191,537

（注1）減損損失累計額は、中期計画等で想定した業務運営を行ったにもかかわらず生じた減損に係るものである。

（注2）建物は、上石神井事務所及び労働大学校の改修工事により増加したものである。

（注3）有形固定資産（償却費損益内）の工具器具備品の減少には運営費交付金により取得した資産の除却を含み、この資産の未償却残高1円は損益計算書の臨時損失

     （固定資産除却損）に計上している。なお同額を経常収益（資産見返運営費交付金戻入）に計上している。

無形固定資産
合計

ソ フ ト ウ ェ ア

計

電 話 加 入 権

電 話 加 入 権

附属明細書（雇用勘定）

資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減少額

１．固定資産の取得及び処分並びに減価償却費（「第87　特定の償却資産の減価に係る会計処理」及び「第91 資産除去債務に係る除去費用等の会計処理」による損益外減価償却相当額も含
む。）の明細並びに減損損失累計額

摘  要差引当期末残高期末残高

有形固定資産
合計

計

計

構 築 物

無形固定資産
(非償却資産）

土 地

車 両 ・ 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

建 物

無形固定資産
(償却費損益内)

ソ フ ト ウ ェ ア

計

非償却資産
計

土 地

建 物

構 築 物

計

有形固定資産
(償却費損益内)

車 両 ・ 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

車 両 ・ 運 搬 具

工 具 器 具 備 品

有形固定資産
(償却費損益外)

計

建 物
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２．たな卸資産の明細

（単位：円）

当期増加額

当期購入・製造・
振替

その他 払出・振替 その他

90,307 632,012 0 643,860 0 78,459

計 90,307 632,012 0 643,860 0 78,459

３．資産除去債務の明細

（単位：円）

区  分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘  要

774,306 17,546 0 791,852 基準第91の特定有り

774,306 17,546 0 791,852

４．資本金及び資本剰余金の明細

（単位：円）

区  分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘  要

政府出資金 4,257,484,656 0 2,299,000 4,255,185,656
不要財産の国庫納
付

計 4,257,484,656 0 2,299,000 4,255,185,656

818,851,530 103,597,140 0 922,448,670
施設整備費補助金
による改修工事

△ 41,114,167 0 0 △ 41,114,167

777,737,363 103,597,140 0 881,334,503

損益外減価償却累計額 △ 894,229,888 △ 102,207,827 0 △ 996,437,715 減価償却による増加

損益外減損損失累計額 △ 1,436,400 0 0 △ 1,436,400

損益外利息費用累計額 △ 143,793 △ 17,546 0 △ 161,339
基準第91の適用に
よる増加

△ 118,072,718 1,371,767 0 △ 116,700,951

５．積立金の明細

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

8,428,348 2,335,474 0 10,763,822

６．運営費交付金債務及び当期振替額等の明細

(1)運営費交付金債務の増減の明細 （単位：円）

当期振替額

運営費交
付金収益

資産見返運
営費交付金

資本剰余金 小  計

0 0 0 0 0 222,049,361

0 0 0 0 0 59,042,798

0 0 0 0 0 98,481,661

1,891,250,000 1,810,063,311 8,237,158 0 1,818,300,469 72,949,531

1,891,250,000 1,810,063,311 8,237,158 0 1,818,300,469 452,523,351

平成26年度 98,481,661

平成27年度 0

石綿障害予防規則等に基づくアスベスト除去義務

差引計

資本剰余金

　損益外除売却差額相当額

資
本
金

区　　　分 摘　要

通則法44条1項積立金 利益処分による増加

交付
年度

平成24年度

平成25年度 59,042,798

計

期首残高

合  計

222,049,361

交付金当期
交付額

摘  要期末残高

当期減少額

期首残高

計

　施設費

種　類

資
本
剰
余
金

貯蔵品

期末残高

379,573,820
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(2)運営費交付金債務の当期振替額の明細

27年度交付分 （単位：円）

　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

①期間進行基準を採用した業務：一般管理費のうち年間業務契約を行っている業務

②当該業務に係る損益等

ア）損益計算書に計上した費用の額： 149,916,060

イ）自己収入に係る収益計上額： 0

①費用進行基準を採用した業務：期間進行基準を採用した業務以外の全ての業務

②当該業務に係る損益等

ア）損益計算書に計上した費用の額： 1,677,502,154

イ）自己収入に係る収益計上額： 2,075,081

ウ）固定資産の取得額： 8,237,158

③運営費交付金の振替額の積算根拠

(3)運営費交付金債務残高の明細 （単位：円）

0 　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

0

222,049,361

0 　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

0

59,042,798

費用進行基準を採用

した業務に係る分

計 222,049,361

第３期中期目標期間四年度目であることから、旧独立行政法人会計基準第81第3項の規定に該当せ
ず。

0

業務達

運営費交付金
収益

（財務収益（受取利息）:244,301、雑益：1,830,780)

0

区　　分 金　　額 内　　訳

0
行基準

行基準

による

による
資本剰余金 0

平成24年度

業務達成基準を採用
した業務に係る分

期間進行基準を採用
した業務に係る分

○期間進行基準を採用した業務は、一般管理費のうち年間業務契約を行ってい
る業務である。
○年度計画の予定どおりに業務が進行したので、当該業務に充てられる運営費
交付金の計画額全額を収益化した。

○費用進行基準を採用した業務は、期間進行基準を採用した業務以外の全ての
業務である。
○運営費交付金債務残高の発生理由は、人件費の削減等、一般競争入札の積極
的導入による入札差額の発生、事業の効率化等による経費の削減に伴い、運営
費交付金の収益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。

（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとす
る。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画ど
おりに実施済みであり、業務の未達成による運営費交付金債務の翌年度への繰
越額はない。

0
成基準

（外部委託費：95,321,973、賃借料：4,182,789 、保守料：20,037,883、消耗品費：4,831,299、通
信費：1,250,633、減価償却費：23,237,774、財務費用：1,053,709）

計 0

152,405,000

計 152,405,000

旧会計基準第81第3項
による振替額

1,657,658,311

費用進
8,237,158

計 1,665,895,469

振替額

期間進

による
資本剰余金 0

振替額

運営費交付金
収益

資産見返運営費
交付金

運営費交付金
収益

資産見返運営費
交付金

資産見返運営費
交付金

振替額

（人件費：859,101,068、外部委託費：259,028,735、雑給：207,294,870、諸謝金：70,676,344、図
書印刷費：60,902,546､消耗品費：51,904,884､賃借料：6,031,128､保守料：12,921,509、通信費：
9,671,506、旅費交通費：35,864,586、水道光熱費：28,610,489、修繕費：6,299,933、租税公課：
22,653,424、減価償却費：22,866,866、財務費用：429,364、その他：23,244,902)

平成25年度

合  計 1,818,300,469

計 59,042,798

業務達成基準を採用
した業務に係る分

期間進行基準を採用
した業務に係る分

○期間進行基準を採用した業務は、一般管理費のうち年間業務契約を行ってい
る業務である。
○年度計画の予定どおりに業務が進行したので、当該業務に充てられる運営費
交付金の計画額全額を収益化した。

費用進行基準を採用

した業務に係る分

○費用進行基準を採用した業務は、期間進行基準を採用した業務以外の全ての
業務である。
○運営費交付金債務残高の発生理由は、人件費の削減等、一般競争入札の積極
的導入による入札差額の発生、事業の効率化等による経費の削減に伴い、運営
費交付金の収益化額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。

（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとす
る。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画ど
おりに実施済みであり、業務の未達成による運営費交付金債務の翌年度への繰
越額はない。

残高の発生理由及び収益化等の計画運営費交付金債務残高

（工具器具備品：1,521,288、ソフトウェア：6,715,870）

（費用1,677,502,154+資産取得8,237,158+固定資産除却損1）-自己収入2,075,081-資産見返負債戻
入17,793,311-貯蔵品11,848+ﾘｰｽ取引影響額36,396=1,665,895,469

運営費交付金収入から自己収入で充当した経費相当額を除いた額を運営費交付金収益に計上するこ
ととしている。

資本剰余金 0

交付年度
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0 　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

0

98,481,661

0 　―　(業務達成基準を採用した業務は無い)

0

72,949,531

７.運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

   施設費の明細

（単位：円）

建設仮勘定見返施
設費

資本剰余金 その他

103,597,140 0 103,597,140 0

103,597,140 0 103,597,140 0

８．役員及び職員の給与の明細

（単位：千円、人）

報酬又は給与 退職手当

支給額 支給人員 支給額 支給人員

(2,886) (1) (-) (0)

31,292          2               - 0               

(65,847) (13) (-) (0)

779,200         74              45,723          2               

(68,733) (14) (-) (0)

810,492         76              45,723          2               

(注１)非常勤役員及び職員に対する報酬又は給与支給額及び支給人員は、各々の区分において(　)外書で記載しております。

(注２)役員に対する報酬の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構役員報酬規程に基づき支給しております。

(注３)職員に対する給与の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構職員給与規程に基づき支給しております。

　　 また、非常勤職員については、独立行政法人労働政策研究・研修機構嘱託に関する取扱要領に基づき支給しております。

(注４)職員の報酬又は給与の支給人員は、年間平均支給人員数となっております。

(注５)支給人員数については、独立行政法人労働政策研究・研修機構の業務運営並びに財務及び会計に関する省令（平成15年9月30日

 　　厚生労働省令第151号）第10条に基づく共通経費の各勘定への配分をする前の支給人員を記載しております。

(注６)役員に対する退職金の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構役員退職金規程に基づき支給しております。

(注７)職員に対する退職手当の支給基準

　　 独立行政法人労働政策研究・研修機構職員退職手当支給規程に基づき支給しております。

平成27年度

業務達成基準を採用
した業務に係る分

期間進行基準を採用
した業務に係る分

○期間進行基準を採用した業務は、一般管理費のうち年間業務契約を行ってい
る業務である。
○年度計画の予定どおりに業務が進行したので、当該業務に充てられる運営費
交付金の計画額全額を収益化した。

○費用進行基準を採用した業務は、期間進行基準を採用した業務以外の全ての
業務である。
○運営費交付金債務残高の発生理由は、一般競争入札の積極的導入による入札
差額の発生、事業の効率化等による経費の削減に伴い、運営費交付金の収益化
額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。

（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとす
る。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画ど
おりに実施済みであり、業務の未達成による運営費交付金債務の翌年度への繰
越額はない。

費用進行基準を採用

した業務に係る分

計 72,949,531

○期間進行基準を採用した業務は、一般管理費のうち年間業務契約を行ってい
る業務である。
○年度計画の予定どおりに業務が進行したので、当該業務に充てられる運営費
交付金の計画額全額を収益化した。

○費用進行基準を採用した業務は、期間進行基準を採用した業務以外の全ての
業務である。
○運営費交付金債務残高の発生理由は、一般競争入札の積極的導入による入札
差額の発生、事業の効率化等による経費の削減に伴い、運営費交付金の収益化
額が計画を下回り、翌事業年度に繰り越したもの。

（注：運営費交付金の収益化については、自己収入を優先的に充てることとす
る。）
なお、中期計画で予定した、本事業年度に実施すべき業務については、計画ど
おりに実施済みであり、業務の未達成による運営費交付金債務の翌年度への繰
越額はない。

費用進行基準を採用

した業務に係る分

計 98,481,661

平成26年度

業務達成基準を採用
した業務に係る分

期間進行基準を採用
した業務に係る分

摘  要

左の会計処理内訳

施設整備費補助金

計

区  分 当期交付額

区　　　分

役　　　員

職　　　員

合　　　計

独立行政法人 労働政策研究・研修機構




